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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 
本研究の目標は、時間分解 X 線溶液散乱計測におけるサブ 100 フェムト秒時間分解能の実現と、よ

り広範な光化学反応系への拡張の二つに大別される。 
前者については、研究協力者によるタイム・スタンプ計測の導入並びに X 線自由電子レーザー施設

（SACLA）における新規 X 線検出器の導入により 70 フェムト秒分解能を達成している。さらに、シ

アノ金錯体溶液に対する時間分解 X 線溶液散乱計測とデータ解析も着実に進展している。また、後者

の反応系への拡張についての取組についても着手していることが認められ、今後期待どおりの成果が

見込まれる。 


